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Bac. subtilis, N'(BPN') の結晶プロテイナーゼ、は超遠心分析均一であることが判った。叉乙の酵素は
シスチン，システィンは含んでいない。 BPN' の希溶液は 40 0 以下では pH6---9 で安定であるが， 500 
では pH7'""-'7.5 の問で安定である。 濃溶液は中性， 40 0 以下でもやや不安定で，自己消化を起すためと
思われる。かかる不活化は振濯により促進されるが，菌体抽出液やアンモニウム塩で保護される。フォル
モール法による最大活性 pH は約 8.0，カゼ、イン- Folin 法では約10であるが，後者の場合は pH 7'"-' 
11の範囲でも非常に活性な状態である。メチル酪酸，エヂル吉草酸，エチノレイソ吉草酸の様なエステルも
この酵素により分解され，メチル酪酸で‘の最大活性 pH は約 9.0 である。
自
中性域での安定性，蛋自分解能の種々測定法による比較，カゼイン，ゼラチンの消化経過などを結晶トリ
プシンと比べた。 BPN' の 0.1%溶液が失う活性の度合はトリプシンに比べ 30倍も長く時聞がかかる。ま






















チオン交換樹脂 (Duolite C-10) に吸着させ，共存するαーアミラーゼを通過させて完全に分別後，水洗し




ゼ、の超遠心，電気泳動的に均一なることを確かめ，化学分析を行って C49.5% ， H7.5% , N15.1% , 
5 1. 0%，灰分1.33% なる結果を得た。さらにこの酵素の一般的性質，すなわち， pH，温度，振畳など
の諸条件下における安定性， pH一活』性曲線などを詳しくしらべた。最適 pH はフォルモール滴定法で、は





ろな測定法で比較して，前者が後者の約 2 倍強いことを明らかにしたが pH 7 付近における両酵素の安定
性を比較すると結晶トリプシンの万が約30倍すみやかに失活することを指摘した。主論文 1 の第 4 編では
結品細菌プロテイナーゼの分子量を i 光散乱，界面化学，超遠心法などで測定し，約30 ， 000 と推定した。
主論文 2 の第 5 編では N末端アミノ酸がアラニン 1 分子であるポリペプチド鎖からなる球状蛋白質である
ζ とを DFP法で証明し，システインまたはシスチンを欠くが，その他の多くのアミノ酸を多かれ少なか町
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